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A. 研究目的 

慢性腎臓病（CKD）は成人の 8人に 1人が罹患し

ていると推定され 21 世紀の国民病と言われてい

る。CKD は末期腎不全の強力な危険因子であるの

みならず、生命を脅かす脳心血管疾患の危険因子

であることから、CKD 対策は国民の生命を守る観

点で重要な意義がある。 

平成 20 年に厚生労働省から腎疾患対策検討会

報告書が発出されて以後の 10年間を振り返り、腎

疾患対策の更なる推進を目指して、今後 10年間の

方針を定めた新しい腎疾患対策検討会報告書が平

成 30年に発出された。この中では「自覚症状に乏

しい CKDを早期に発見･診断し、良質で適切な治療

を早期から実施・継続することにより、CKD 重症

化予防を徹底するとともに CKD 患者（透析患者及

び腎移植患者を含む）の QOLの維持向上を図る」

ことを目標として、「普及啓発」、「地域における医

療提供体制の整備」、「診療水準の向上」、「人材育

成」、「研究開発の推進」という 5本柱ごとに今後

実施すべき取組等が整理されている。 

本 WGにおける研究の目的は、この 5本柱の中で

も特に「普及啓発」、「地域における医療提供体制

の整備」における好事例の共有を目的とし、また

これらの好事例を横展開することで地域格差を是

正し、診療レベルの均てん化を図る第一歩とする

ことを目的とした。 

 

B. 研究方法 

先駆的に取り組んでいる地域での好事例を共有

し、かつこれから取り組みを進めていく地域への

よい手本としていつでも活用できる体制を整える

ため、厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研

究事業）腎疾患対策検討会報告書に基づく慢性腎

臓病 (CKD)対策の推進に資する研究班（代表・岡

研究要旨 平成 30 年 7 月に厚生労働省から発出された腎疾患対策検討会報告書に基づき、今後の腎疾患対

策の更なる推進のための対策 5 本柱を中心に、腎疾患対策が進められてきた。普及啓発や地域における医

療提供体制の整備が各地で取り組まれてきた。取り組みの進捗状況は地域ごとに異なっている現状を鑑み、

本 WG において今年度は腎疾患対策が進んでいる地域を好事例としてその共有と、全国への横展開を図るこ

とを目的とした。J-CKDI における全都道府県別の普及啓発および診療連携に関する現状をとりまとめ、ホ

ームページに掲載した。 
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田浩一）と強力に協働し、第 1回目および第 2回

目の 2班合同会議、および当 WG独自の分科会を開

催し研究方法について検討した。 

そこで、日本腎臓病協会（JKA）の中にある

J-CKDI の全国各都道府県代表や各ブロック代表

に依頼し、各都道府県での「普及啓発」および「診

療連携体制」の現状あるいは今後の構想について

のスライド作成を依頼した。また集めた紹介スラ

イドを 2班合同 Webホームページに掲載し、あら

ゆる人が全都道府県の取り組みについて情報を得

ることができるようにした。 

 

(倫理面への配慮) 

本研究は多施設共同ではあるものの患者さんに

直接関係する情報を集めるものではない。各都道

府県での CKD対策の進捗状況をまとめる際に個人

情報に十分配慮したスライド作成を依頼した。 

 

C. 研究結果 

 全 47都道府県から、「普及啓発」および「診療

連携」に対する取り組みのスライド作成を依頼し

たところ、全都道府県（北海道は北と南あり、福

岡県は複数あり）が上記 2つに対する個別のスラ

イドを作成した。それらのスライドを 2班合同ホ

ームページ（https://ckd-research.jp/）にとり

まとめて掲載した。 

 

（図１） 

 

 

具体的には上記ホームページの「研究開発の推進」

（図１）をクリックする。次に「全国の取り組み・

年次推移」の項をクリックすると全国地図（図２）

が表示される。ここで閲覧を希望する都道府県を

クリックすることで知りたい都道府県の情報へア

クセスできるようになっている。 

 

（図２） 

 

 

例えば岡山県をクリックすると図３のような形で、

岡山県の普及啓発の取り組みと認知度に関するス

ライドや、診療連携体制構築の取り組みに関する

スライドをいつでもどこからでもダウンロードで

きるようになっている 

 

（図３） 

 

 

残るすべての都道府県の CKD対策の現状も同様の

形で閲覧することができることとなった。 

 

D. 考察 

 今年度の研究を行うにあたり、大変スムーズに

全ての都道府県から現状に関する情報を得ること

ができたのだが、その過程でいくつか重要な点が

あった。 

好事例を共有し横展開を図るうえで、当研究班

の分科会でホームページに掲載する内容、各都道

府県別スライドの作成方法、スライド作成依頼方

法、などにつき事前に分科会メンバーと入念に打

ち合わせした。 

 内容については、各都道府県で CKD対策の進捗
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状況が異なっていることを踏まえて、それぞれの

県における対策のこれまで、現状、あるいはこれ

から取り組もうと思っている計画のいずれでもよ

いこととした。スライド作成の方法については、

できるだけ文章は簡潔に、図やイラストを多用し、

スライド枚数も 2枚から数枚程度とした。作成依

頼の際には、J-CKDI都道府県代表へ依頼する形と

した。ひな形の PPTスライドを全都道府県代表へ

提供し代表的な作成手順を掲載した作成したもの

のデザインについては自由度の高い形とした。こ

のような形をとることで、作成者にとっては負担

の少ない、そして情報を知りたい閲覧者にとって

は見やすい資料が作成できたと考えられた。実際、

全都道府県のスライドは依頼後 1か月以内におお

よそ全部の提出がなされた。さらにこのホームペ

ージを行政や各医師会、看護師や薬剤師、管理栄

養士などの医療スタッフへ紹介したところ、すぐ

にアクセスして大変参考になった、という声も複

数から聞かれた。 

 

E. 結論 

日本全国各都道府県における「普及啓発」およ

び「診療連携」の現況をホームページに掲載する

ことができた。このことであらゆる人がこれらの

情報を共有でき、各都道府県における今後の CKD

対策の大いなる参考となり、かつ、発展につなが

ることが期待される。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし 
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